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論文内容の要旨
本論文の研究課題は、第二次大戦後の播州先染織物産地における産地企業の競争・協調について歴
史的・構造的分析を行い、産地の縮小過程と現在抱えている問題について検討することにある。
第ー部では、紡績企業や商社の企業系列の形成・展開および産地企業の適応について明らかにする。
従来の研究は企業系列の問題点を強調していたが、Ji}も強岡な系列を形成した東洋紡は産地企業の経営
安定化を重視し、積極的な商品企l曲I.開発を行っていた。また、大量・長期的・安定的取引は運転資金を
豊かにし、産地企業の主体的な事業活動を可能にした。
産元業では同業者の組織化がみられ、生産者は産地組合や公設試験研究機関の支援を受けつつ製品・生
産技術変化に適応した。染色・整理加工業では、新たなと主産技術が導入され企業規模が拡大し、品質向上
と高付加価値化が進んだ。織布業では、高度成長期のツi働力不足と賃金上昇を受けて、労働集約的な準備
工程を外注化し、家内工業化した。
第一次オイル・ショック以陣、紡績企業を元方とした賃加工は減少し、企業系列の縮小が進んだ。他方
で、産元商社による糸買布売が拡大した。研究史では、糸買布売に伴う崖元尚社の資金負担増大を指摘し
たが、情州産地では現金支払いの比重が大きい輸出向け生産が大半を占め、原糸は手形で仕入れていたた
め、糸買布先の影響は当時小さかった。資金的負担が問題となるのは、内需転換が進む1980年代後半以降
のことであった。
この問、大きな生産能力をもっ染色・整理加工企業では、産地外の企業からも受注するようになり、産
地の取引関係はより開放的なものとなった。また、 1980年代前半の需要拡大と r賃上昇の下で、織布業で
は革新織機の導入が進んだ。革新織機化への適応は、他産地と比較して速やかであった。
第二部では、先染織物の企画・開発における産地企業の役割、多品種小ロット化・短納期化の影響、そ
して取引関係のあり方をふまえ、産地企業が直面している問題への対応を部門・企業分析によって験討する。
多くの産元商社は、販売先との共同企画・受注生産を中心に行っており、素材や組織に関する提案を行
っている。しかし、産元商社の提案がそのまま採附されることは/少なく、開発費用の副収も難しい。短納
期化への対応として、自キー企画・見込生産を行う企業も登場しているが、この場合、単価水準が高い一方
で、在庫負担が大きくなる。
染色業では、サンプルの色の再現やアレンジが産地企業の主な役割であり、自主的な企画・開発はほと
んど見られない。小ロットイヒに適応するために小容単の染色機の導入が必要であるが、生産効率が著しく
悪化するために、設備投資が進んでいない。受注集中期には工程が混雑し、納期短縮を妨げている。
織布業では、革新織機投資と r賃下落の悪循環が生じており、準備工賃の相対的安定が経常をさらに圧
迫している。産it商社や同業者との連携を強化する零細業者や、縫製業者ーはどとの協力関係を構築して自
-a91-
ら糸買布売を開始する企業、新たな市場を開拓して急成長を道げた企業など、多様な展開がみられる。
整理加工業では、他社追随的な加工の開発がこれまで行われてきたが、近年開発人員の増強や特殊設備
の導入が進み、新たな加工の開発への取り組みが積極化している。しかし、高付加価値加工の多くは労働
集約的なものであり、生産効率が大きく悪化する。
論文審査の結果の要旨
本論文は、第2次大戦後の播州先染織物産地における産地企業の競争・協調について歴史的・構造的分
析を行い、特に1980年代後半以降の産地縮小下の各部門の諸問題について検討している。
第I部では、紡績系列の形成と解体、産地企業の適応過程について明らかにしている。
紡績系列による大量・長期安定的取引は運転資金を響かにし、崖地企業の主体的な事業活動を可能にし
た。産元業では同業者の組織化がみられ、生序.者はFL:地組合や公設試験研究機関の支援を受けつつ製品・
生産技術の変化に適応した。織布業では、労働力不足と賃金上昇を受けて、準備工程の外注化、事業規模
の縮小が進んだ(第2章)。第 l次オイル・ショック以降、紡績系列の縮小が進み、産兄商社による糸
買布売が拡大した。輸出向け生芹.が大半を占めていたため、糸賀命売の影響は小さかった。染色・整理加
工企業では、産地外の企業からも受注するようになった。革新織機化は、他産地と比較して速やかであっ
た。 1980年代半ば以降の約15年間には、内需転換と生産の縮少が続いており、対応として産兄業の再編、
必要染色機の変化、在来織機の駆逐、加工の多緑化がみられた(第3章)。
第I部では、先染織物の企画・開発における産地企業の役割、多品種小ロット化・短納期化の影響、そ
して取引関係のあり方をふまえ、特に1980年代後半以降の内需転慣と産地縮小下で各部門の企業が直面し
た問題を検討している。
多くの産冗商社は、販売先との共同企画・受注生産を中心に行っているが、開発費用の回収は難しい。
自主企両・見込生産を行う企業も量場しているが、仕庫負担が大きい(第4章)。染色業では、小容量
の染色機の導入が必要であるが、生崖効率が悪化するために、あまり進んでいない。受注集中期には工程
が混雑し、納期短縮を妨げている(第5章)。織布業では、 41新織機投資と工賃下落の悪循環が生じて
おり、準備工賃の相対的安定が経営を圧迫している(第6草)。整埋加工業では、新加工の開発への取
り組みが積極化しているが、多くは労働集約的であり、生産効率が大きく悪化している(第7章)。
最後に、以上の分析の統括と今後の産地のあり方について提案がなされている(第8章)。
本論文の評価は、以下の通り。
①先染織物産地である幡州産地の、第2次大戦以降、 1901下代までの期間の展開と構造を詳細に明らか
にしている。特に1980年代後半以降、 1990年代の時期の部分は、これまでほぼ空白であったのであり、こ
の空隙を埋めた価仰は高い。②戦後の播州、|産地の発展と構造にかかわる紡績業、輸出商社、産元業、染色
業、織布業、整理加 L業への目配りが行き届いている。特に、産元業の機能を具体的に明らかにしたこと、
企画フ。ロセスとーr.賃決定メカニズムについて実説的に明らかにしたことは大きな成果といえる。また、資
料発掘、聞き取り調査、独自アンケートは、論文の価値、特にファクト・ファインディングの水準の高さ
を保証している。③これまでの特に繊維地場産業に関する実証的な先行研究と、 1990年代に見られた理論
先行型の産業集積研究との聞に架橋するための素材の提供という点で大きく貢献している。
以上の評価は、ファクト・ファインデイングへの集中という本論文の性格に関わっているが、他面では
ファクト・ファインディングへの集中による禁欲は、そこから大胆な結諭を導き出すことをも自己抑制さ
せている。だが、このことは、み論文の博 k論文Aとしての価値までも損なうものではないことは明らか
である。
以上より、審査委員会は、本論文が博士(経官学)の学{立を授与するに値するものと判断した。
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